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1.はじめに 

  駐輪の需要の大きい駅前等利便性の高い場所では，

需要を十分に満たすだけのスペースの確保が難しい．

その対応として，2 段式サイクルラック等の駐輪設備

を利用して収容台数を確保する方法が考えられるが，

この駐輪設備はその駐輪時の煩わしさから利用者に避

けられる傾向があると考えられる． 
そこで本研究では，駐輪設備の影響を考慮した駐輪

位置決定モデルを作成することで設備の評価を行い，

効率的な駐輪場の設備の配置，規模を考えるための足

がかりとすることを目的とし，行動の差異を確認する

ために駐輪設備がある駐輪スペースと無い駐輪スペー

スの両方を持つ駐輪場における利用者の駐輪行動調査

を行った． 
 

2.駐輪位置決定モデル 
 駐輪設備の影響を考慮した駐輪位置決定モデルを作

成し，設備の非効用を駐輪場出入口からの距離に換算

することで設備の評価を行う． 
駐輪場自体に関する駐輪行動への影響要因として，

以下に挙げるものを考慮する． 

・既存駐輪：駐輪場に入ってきた時，既に駐輪されて

いる自転車 

・移動距離：駐輪場入り口から駐輪位置まで自転車を

押す距離，及び駐輪位置から駐輪場出口ま

で歩く距離 
・駐輪設備：2 段式サイクルラック等，駐輪の仕方を

指定する設備 
以上より，駐輪場入り口を原点，原点からの距離を

Xとして以下に示す 5つの非効用関数D1からD5を仮

定する．モデル式は駐輪場内における自転車利用者の

駐輪位置決定モデル 1)を基本とした． 

2-1.既存駐輪による非効用 D1 

D1：既存駐輪一台に対する非効用．既存駐輪 N 台に 
対する非効用を D1(N)とする． 

Z：自転車の中心の座標 
α1，α2，α3：正のパラメータ 
2-2.移動距離による非効用 D2，D3 

D2：駐輪場入口から駐輪位置まで自転車を押して進む

ことによる非効用 
D3：駐輪位置から駐輪場出口まで歩く非効用 

α4，α5：正のパラメータ 

2-3.駐輪設備による非効用 D4 

D4：駐輪設備に停めることによる非効用 

α6：正のパラメータ 

2-4.総非効用 D 
式‐(1)から式‐(6)より，求める非効用の総和 D は，

D=D1(N)+D2+D3+D4+D5 となり，人は総非効用 D が D
の最小値 Dmin に分別閾値 A を足した値 Dmin+A 以下

となる範囲（図‐1 の斜線部）に駐輪すると仮定する．

図‐1 は非効用関数の概略図である． 

 

 

3.調査内容 
 調査は，駐輪位置を利用者が決定でき，かつ駐輪設

備があるスペースと無いスペースがあるという条件を

満たす駐輪場を対象とした．この駐輪場は地下 1 階，
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地下 2 階に駐輪スペースを持つ地下駐輪場である． 
上段のみ自転車用（下段は原付用）の 2 段式ラック

をType1，上下ともに自転車用の2段式ラックをType2，
設備の無い駐輪スペースを Type3 とすると，地下 1 階

には Type1 のみが，地下 2 階には Type1 から Type3 が

ブロックに分かれて配置されている． 
 この駐輪場は街の中心地，公共交通網の結節点に立

地しており，調査した時間帯においては，この駐輪場

まで自転車で来て徒歩，または公共交通機関で通勤，

通学する利用者，あるいは逆に他の交通機関で駐輪場

まで来た後，前日から停めておいた自転車に乗り換え

て通勤，通学する利用者が多い． 
調査は 2 日間行い，利用者が多いと考えられる午前

7:00～9:00（2 日目は 7:00～9:30）の時間帯において既

存駐輪（午前 7:00 までの駐輪とする）と新規の自転車

の移動状況（入庫，出庫），駐輪位置及び設備の種類，

利用者の性別，荷物の有無等を記録した． 

なお，2 日目は午前 8:35 に駐輪場の管理人がラック

の無い駐輪スペース(Type3)の自転車の整理を行った

ため，8:35 までを前半，それ以降を後半とし，後半は

8:35 の時点での駐輪を新たな既存駐輪として調査を行

った．それらの調査結果をまとめたものを表‐1 から

表‐3 に示す． 

 

 
4.駐輪行動の差異の検定 
4-1.性別と駐輪行動 
 帰無仮説：「男性と女性で駐輪位置選択の傾向は同

じ」を立て危険率 1%でχ2検定を行ったところ，仮説

は棄却された．よって，男女で駐輪位置選択の傾向は

異なる．表‐2 より，男性はラックに停めることより

も移動距離が長くなるのを避ける傾向があるのに対し，

女性は移動距離が長くなってでもラックの上段を避け

る傾向にあると考えられる． 

4-2.荷物の有無と駐輪行動 
 今回の調査では，籠あるいはハンドルに荷物がある

人，つまり身に着けておらず駐輪時に荷物を取る必要

がある人を荷物有りとしている． 
 帰無仮説：「荷物の有無は駐輪位置選択に影響しな

い」を立てて危険率 1%でχ2検定を行ったところ，仮

説は棄却された．よって，荷物の有無は駐輪位置選択

に影響する．表‐3 より，籠等に荷物がある人は無い

人に比べ，ラックを避ける傾向にあると考えられる． 

 
5.まとめ 

 4-1. 4-2.の適合度の検定結果より，性別，あるいは荷

物の有無が駐輪設備に対する駐輪行動に影響を及ぼす

ことが確認できた． 
よって今後の課題としては，調査結果を用いてサン

プルを性別で分類，荷物の有無で分類し，それぞれに

ついて 2.の駐輪位置決定モデルを適用することでパラ

メータを推定し駐輪設備の非効用を求め，その評価を

行うことが挙げられる． 
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